
 
 

 MDA に基づくソフトウェア開発の事例と開発プロセス 
 
峰岸巧† 永田守男† 神谷慎吾†† 山本修一郎†† 安東孝信††† 山城明宏†††  

 
 近年のソフトウェア開発の特徴に対して，MDA という新しいアーキテクチャの標準化
が進められている．また，その際の表記法として UML Profile for EDOCが策定されてい
る．しかしこれらの技術を用いた開発は，開発プロセスが明らかでないために，日本のビ

ジネスモデルの分野においてまだ事例が少ない．そこで我々は，UML Profile for EDOC
を中心とした MDA に基づく開発プロセスを提案した．そして卸売りの受注から発送まで
を管理するシステムを用意し，その中から照会業務について，実際にプロセスを適用して

Running Testを行い，提案した開発プロセスの実用性を確認した．さらに，このプロセス
を利用する際の参考になるように，モデル記述における注意点についての考察を行った． 
 
 The Example and Development Process of  
 Software Development Based on MDA 

 
SATOSHI MINEGISHI†, MORIO NAGATA†, SHINGO KAMIYA††, 

SHUICHIRO YAMAMOTO††, TAKANOBU ANDO††† and AKIHIRO YAMASHIRO††† 
 
Standardization of the new architecture called MDA is advanced to the feature of software 
development in recent years. Moreover, it is decided upon UML Profile for EDOC as notation in 
that case. However, the development using such technology still has few examples about the field 
of a business model of Japan. Then, we proposed the development process based on MDA 
centering on UML Profile for EDOC. And the process was actually applied to the easy system and 
the practicality of the proposed development process was checked. Furthermore, consideration 
about the notes in model description was performed so that it might become the reference at the 
time of using this process. 
 

MDA によるソフトウェア開発が実現できれば，懸
命に分析・設計を行って作成したモデルを無駄にして，

コーディングをほぼ一から作業するというような状況

の解消が期待される．しかし，現在組み込み系の分野

においてはMDAに基づいたシステム開発が進んでい
る一方で，ビジネスモデルの分野におけるMDAの適
用事例はまだその数が少なく，とりわけ日本において

事例はほとんどないといってよい．その原因として

MDA に基づく開発を行うための方法が世間に示され
ていないことがあげられる．何か開発方法論を示すこ

とでMDAによる開発が有効であることを示すきっか
けとなるはずである．そこで本稿では，MDA に基づ
くソフトウェア開発を実現するために，UML Profile 
for EDOC[2]を中心とした開発プロセスを提案した．そ

してプロセスの実用性を示すために，簡単な業務シス

テムを用いて，実際に一連のプロセスを適用する

Running Testを行った．さらに，プロセス適用によっ
て行うモデル記述時における注意点を，筆者が

1. はじめに 
近年のソフトウェア開発は，開発工期が短く，要求

仕様に変更や追加が多く不安定で，また，すぐに実装

などにおける新技術が登場するといった特徴が挙げら

れ，開発にはスピードと柔軟性が求められる．こうし

たニーズに対し，新しいアーキテクチャとして MDA
（Model Driven Architecture）[1]が登場した．この

MDA は，実装技術やプラットフォームに非依存のモ
デルを作成し，それを特定の実装技術やプラットフォ

ームにマッピングすることで，システム開発をビジネ

スロジックと実装技術とに切り離すという考えである． 
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Running Testから感じた点をもとにまとめた． 
本稿の構成は以下のとおりである．2 章では MDA
の概要を説明する．3章では，UML Profile for EDOC
で述べられている開発のフレームワークを示す．4 章
では，本稿で提案する開発プロセスについて説明する．

5 章では，プロセスを適用して行った Running Test
から4章の内容を具体化し，成果物についても例を示
す．そして6章ではRunning Testから筆者自身が感
じたモデル記述における注意点について整理し，最後

に7章でまとめを行う． 

2. MDA 
 スピードと柔軟性が求められる近年のソフトウェア

開発に対し，オブジェクト指向技術の標準化を行って

いるOMG（Object Management Group）[1]がMDA
という新しいアーキテクチャの標準化を進めている．

MDA は日本語にすると「モデル駆動型アーキテクチ
ャ」であり，実装技術やプラットフォームに依存しな

いモデルを作成し，そのモデルを特定の実装技術やプ

ラットフォームにマッピングすることで，システム開

発をビジネスロジックと実装技術とに切り離していく

という考えである．これにより，新しい技術が誕生し

たとしてもはじめに構築したモデルを元にして，低コ

ストでシステムを移行させることができるようになる．

また，モデルの修正を実装に反映させることも容易に

なるため，ビジネスロジックの変化にも柔軟に対応す

ることができる． 
モデルからの実装は，UML[3]言語にはそれ自身の構

造を表現した「メタモデル」というものが存在する．

EJB[4]やCORBAなどの実装技術にも，それ自身の構
造を表現したメタモデルが存在する．このモデル側と

実装側のメタモデルを対応させる標準化されたマッピ

ングテーブルを用いることで，モデルから実装へと落

としていく．MDA におけるこの方法でのモデルから
の実装を行えば，分析・設計段階で作成したモデルを

実装段階でもスムーズに利用できるようになる． 
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3. UML Profile for EDOC 3. UML Profile for EDOC 
UML Profile for EDOCは，EJBやCORBAなど
の分散オブジェクト技術による開発の際の標準モデリ

ング言語である．UML Profile for EDOCのモデルに
関する仕様は，ECA（Enterprise Collaboration 
Architecture）と呼ばれる，ビジネスプロセス・CCA
（Component Collaboration Architecture）・エンティ
ティ・イベント・リレーションシップの各サブプロフ

ァイルをまとめたプロファイルや，パターンプロファ

イルなどから構成されている．これらを用いて実装環

境に非依存のモデルを作成する． 
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（Component Collaboration Architecture）・エンティ
ティ・イベント・リレーションシップの各サブプロフ

ァイルをまとめたプロファイルや，パターンプロファ

イルなどから構成されている．これらを用いて実装環

境に非依存のモデルを作成する． 
 UML Profile for EDOCによる開発では，RM-ODP
（ Reference Model for Open Distributed 
Processing）[5]のフレームワークを採用している．こ

のフレームワークは，システムを5つのViewpointに
区切って開発を行う（図3-1）．特定の実装技術に依存
しないモデルを上位3つのViewpointで作成し，そこ
からEngineering Viewpointで実装技術へのマッピン
グ，さらに Technology Viewpointで実装を行うこと
でMDAのアーキテクチャをサポートしている． 

 UML Profile for EDOCによる開発では，RM-ODP
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Processing）[5]のフレームワークを採用している．こ

のフレームワークは，システムを5つのViewpointに
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図3-1．5つのViewpointの関係 図3-1．5つのViewpointの関係 

  
開発プロセスを提案するために，RM-ODPの 5つ
のViewpointにおいて表現する内容，及びViewpoint
間のつながりについて，UML Profile for EDOCの仕
様書をもとにして考える． 

開発プロセスを提案するために，RM-ODPの 5つ
のViewpointにおいて表現する内容，及びViewpoint
間のつながりについて，UML Profile for EDOCの仕
様書をもとにして考える． 
以下，各Viewpointの概要を説明する． 以下，各Viewpointの概要を説明する． 

3.1. Enterprise Viewpoint 3.1. Enterprise Viewpoint 

 Enterprise仕様は，システム設計，ビジネスプロセ
ス，それにシステムへの要求の基礎となるビジネスド

メインの間の本質的なトレーサビリティを提供するも

のである．ここでは以下の要素を使って，企業組織の

文脈の下でシステムの構造と振る舞いをモデル化する． 

 Enterprise仕様は，システム設計，ビジネスプロセ
ス，それにシステムへの要求の基礎となるビジネスド

メインの間の本質的なトレーサビリティを提供するも

のである．ここでは以下の要素を使って，企業組織の

文脈の下でシステムの構造と振る舞いをモデル化する． 
・ システムにサポートされるビジネスプロセス ・ システムにサポートされるビジネスプロセス 
・ ビジネスプロセスのステップ，その間の関係 ・ ビジネスプロセスのステップ，その間の関係 
・ ステップに用いるビジネスルール（ポリシー） ・ ステップに用いるビジネスルール（ポリシー） 
・ 各ステップで活用される物 ・ 各ステップで活用される物 
・ ビジネスエンティティを表現するエンタープライ

ズオブジェクト 
・ ビジネスエンティティを表現するエンタープライ

ズオブジェクト 
・ ビジネスプロセスをサポートする際にエンタープ

ライズオブジェクトが果たすロール 
・ ビジネスプロセスをサポートする際にエンタープ

ライズオブジェクトが果たすロール 
・ ロール間の関係 ・ ロール間の関係 

EDOCのEnterprise仕様では，ベースとするエン
タープライズ構造の定義によって，すべての ECAの
プロファイルが利用される． 

EDOCのEnterprise仕様では，ベースとするエン
タープライズ構造の定義によって，すべての ECAの
プロファイルが利用される． 

3.2. Computational Viewpoint 

Computational仕様は，Enterprise仕様におけるロ

3.2. Computational Viewpoint 

Computational仕様は，Enterprise仕様におけるロ
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ールによって要求された処理を実行するための記述で，

以下の項目を定義する． 
・ 機能的なロールを演じ，インタフェースに関して

記述されるコンピュテーショナルオブジェクト 
・ コンピュテーショナルオブジェクトが相互作用を

行うインタフェース 
・ コンピュテーショナルオブジェクトの集合間で

コラボレーション構造 
EDOCのComputati 仕様では，コンピュテー
ショナル構造の基本的な定義に，CCAプロファイルを
利用する．I におけるエンティティに

対 エ ポ トの定義には

Entities M ，イベント駆動のコンピュテ

ーショナル構造の定義にはEvents Modelを利用する． 

 Information 仕様は，実行されるビジネスプロセス
を定義する．

In 様は，以下で表現される． 
・ 情報オブジェクトの構成（静的スキーマ） 

ジェクトの振る舞い（動的ス ーマ） 
ジェクトの構成と振る舞いに 用 れる

制約（不変スキーマ） 
EDOCの Information仕様では，インフォメーショ
ン構造の基本的な定義に，Entities プロファイルと
R hi ルを利用する．関係の厳密

な ， sプロファイルを利用する． 

Engineer 透過性の要求と，この透

mputational
仕様によって示される処理をサポートするために定義

する．加えて，この仕様は分散の方法

Engineering仕様のキーの１つは，以下の問題を統
制する分散コンピューティングの戦略である． 
・ どのオブジェクトがネットワークアクセス可能か

・ トランザクションのスコープ，そして非同期メッ

セージングの使用 
・ どの要素が永続的か，そしてそれらがどのように

永続的なデータストアにマップするか． 
EDOCのEngineering仕様は，Computational仕
様からFCM（Flow Composition Model）のようなテ
クノロジ抽象モデルへのマッピングにより定義される． 

するためのソフ

トウェア及びハードウェア製品の選択と配置に，そし

て のようなテクノロジ抽象モデルから対応する

技術（例えばEJBの J2EE[6]，CORBA3など）への
関 マッ に あ

iewpoint間のつな
がりを具体化し，既存の研究によ 8]に加え，

さらに一部独自の検討も踏まえて，本研究で提案する

MDAに基づいた開発プロセスを図 4-1のようにまと
][16]．この図4-1は図3-1と対応しており，図中

の「吹き出し」は成果物を表している．また，色をつ

けた部分に独自の検討が加えられている． 
 

した内容を2つ説明する． 
（検討1）．クライアント側のモデリング要素 
 実装技術に非依存のモデル表記に用いられた UML 

は，サーバサイドの技術で り

デリング要素が必要と考え，コン

ポーネントとやりとりに関してモデリング要素を導入

した[16]．具体例は後ほど挙げるが，Computational 
Viewpointにおいてこの要素を利用す

フレームワークの適用

 MVC と プリケーションをビジ スロジック

（ ，表示（View），制御（Controller）の3つ
に 独立性 せる方法 に い

て フレー クを利 inee g 
においてこの情報を付加した
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また，マッピングテーブルにも要素を追加している． 
（検討2）．MVC  

否か． 否か． 

[9] は，ア ネ

l）
[9] は，ア ネ

l）Mode
分離して を持た である．開発 お

，この ムワー 用し，Eng rin
Viewpoint 記述を行い，

Mode
分離して を持た である．開発 お

，この ムワー 用し，Eng rin
Viewpoint 記述を行い，
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システム全体の見通しをよくする．この記述の具体例

も後ほど示す． 
以下，各Viewpointにおけるプロセスについて説明
す

4.1. Enterprise Viewpoint 

� 

ュニティ」という単位に分

定 
（オブジェクティブ）と

ール

スコープを参考に，UML のアクタに相当するエン
タ

おける全体の

ビジネスルール，シナ

 

4.2. Information Viewpoint 

デリングを行

う

t で作成したビジネスプロセ

 
ンポーネン

ト

4.3. Computational Viewpoint 

リングを行

う

相互作用を特定 
間で情報の

使用するイ

ン

詳細を記述 
作用について，その詳細

4.4. Engineering Viewpoint 

述をもとに，実

る．成果物は次章の事例を通じて紹介する． 

コミュニティの分割 
 全体のシステムを「コミ

割する．部門ごとに分割する方法や機能ごとに分割す

る方法が考えられる． 
� 目的・スコープの設

 コミュニティにおける目的

スコープ（システム化範囲）を明らかにする． 
� エンタープライズオブジェクト・対応するロ

の決定 

ープライズオブジェクトを定義し，それがコミュニ

ティにおいてどんな役割（ロール）を担当するかを決

定する．ロールを用いることで，モデリングの際の余

分なクラスの増加を防ぐことができる． 
� ビジネスルール・シナリオの作成 
 ビジネスルール，及びコミュニティに

流れをシナリオとして記述する．自然言語で箇条書き

を用いるなどして，簡潔に示す． 
� ビジネスプロセスの表記 
 これまでの目的，スコープ，

リオを満たしたビジネスプロセスを表記していく．使

用するダイアグラムに制約はないが，この開発プロセ

スにおいて推奨するのはUML Profile for EDOCのビ
ジネスプロセスプロファイルを参照した表記法である．

ここではシステムの情報についてのモ

．Enterprise Viewpointのビジネスプロセス図で，
「Artifact」や「Performer」のプロセスロールがつい
た部分について，より具体的なシナリオを考え，情報

モデル及びエンティティコンポーネントを作成する． 
� 情報モデルの作成 
 Enterprise Viewpoin
スから，スナップショットとなるシナリオを記述し，

オブジェクトを切り出してクラス図を作成し，情報に

関係のないクラスを除くと，情報モデルが完成する．

この情報モデルの各クラスには，<<EntityData>>と
いうステレオタイプがつけられる．なお，既存のデー

タベースを利用する場合には，データベースのER図
を情報モデルとして記述すればよい． 

� エンティティコンポーネントの決定

次に，これらのクラスをエンティティコ

にまとめていく．この作業は，情報モデルのクラス

をまとめ，主キーや外部キーを付加していくというも

のである．エンティティコンポーネントには

<<Entity>>，主キーには<<Key>>，主キーの属性に
は <<KeyAttribute>> ，そして外部キーには
<<ForeignKey>>といったステレオタイプがつけられ
る．既存のデータベースを利用する場合には，主キー

や外部キーをそのまま用いてエンティティコンポーネ

ントを作成すればよい． 

ここではシステムの機能についてのモデ

．Enterprise Viewpointのビジネスプロセス図にお
いて，「Performer」のプロセスロールがついた部分に
ついて，このビジネスレベルでのプロセスコンポーネ

ントの実現を考える． 
� コンポーネント間の

 「Performer」が複数のコンポーネント
やり取りを行っていることも頭に入れながら，相互作

用を考える．また Information Viewpointにおいて作
成されたエンティティコンポーネントも情報のやり取

りを行うため，検討する．複数のコンポーネントから

構成されていない場合は，Performer間のつながりの
みを考えて，その相互作用を表記する． 
コンポーネントが相互作用を行うときに

タフェース（ポート）を導出することがここでの作

業になる．ポートには，データフローを行うフローポ

ートや，プロトコルを使用して相互作用を行うプロト

コルポート，オペレーションのコール・リターンを行

うオペレーションポート，ポートが結合したマルチポ

ートなどがある．ポートの入力側と出力側は異なる色

で記述する． 
� 相互作用の

 先のプロセスで考えた相互

には「プロトコル」というものを記述する．ここでは

やりとりの中身や順番（コレオグラフィ）を示す．ま

た，プロトコルを統合して大きなプロトコルを記述す

ることが可能である．この場合，ポート部分には複合

されるプロトコルを記述し，コレオグラフィには使用

されるプロトコルの順番を記述する． 

 以上3つのViewpointで得られた記
装環境に依存しないモデル全体の UML 表記を行う．
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具体的には，オブジェクト指向分析･設計に用いるよう

なクラス図やシーケンス図などの記述を行う．また， 
MVCフレームワークの情報を付加した記述を行う． 
 もうひとつ，このViewpointではマッピングテーブ
ルを用意する．このマッピングテーブルは，これまで

のViewpointで作成した実装環境に依存しないモデル
を，実装環境に依存した形に変換するためのものであ

る．既存のテーブルを利用するが，一部クライアント

側のモデリングのため，独自のテーブルを用意した． 

4.5. Technology Viewpoint 

マッピングテー

ブ

5. Running Test（プロセスの適用） 
た開発プロセスを 際にシ

ス

5.0. 業務仕様 

開発プロセ を適用したシステムは，卸売り業

の

が容易と思われる，顧客の最

新

5.1. Enterprise Vie

テム全体は5つの業務に分

りコミュニティのサブコミュニティと

¾ ス

の照会依頼から，顧客の特定，及び

� エン ール

¾ ープライズオブジェクト 

¾

頼者（対応するエンタープライズオブ

� ビジネスルール・シナリオの作成 
，特にここで

は

会を選択） 

3. 
IDをもとに照会処理 

画

6. れた照会結果を確認 
定

し

プロセスを記述する．

 
シナリオの番号と対応した6つのアクティビティか
ら

た開発プロセスを 際にシ

ス

5.0. 業務仕様 

開発プロセ を適用したシステムは，卸売り業

の

が容易と思われる，顧客の最

新

5.1. Enterprise Vie

テム全体は5つの業務に分

りコミュニティのサブコミュニティと

¾ ス

の照会依頼から，顧客の特定，及び

� エン ール

¾ ープライズオブジェクト 

¾

頼者（対応するエンタープライズオブ

� ビジネスルール・シナリオの作成 
，特にここで

は

会を選択） 

3. 
IDをもとに照会処理 

画

6. れた照会結果を確認 
定

し

プロセスを記述する．

 
シナリオの番号と対応した6つのアクティビティか
ら

Engineering Viewpointで準備した
ルを利用して，Engineering Viewpointで記述した
実装環境に依存しないUML表記の各要素を，実装環
境に依存したモデル用の要素に変換し，新たなモデル

をUML表記する．実装環境に依存したUML表記に
は，UML Profile for EJB[10]やWebアプリケーション
用の拡張UML[11]を用いる． 

本章では，前章で提案し 実し 実

テム開発に適用しながら，プロセスの一連の流れと，

それぞれのViewpointで得られる成果物について具体
例を示し，提案したプロセスでの開発が実現可能であ

ることを確認する． 

テム開発に適用しながら，プロセスの一連の流れと，

それぞれのViewpointで得られる成果物について具体
例を示し，提案したプロセスでの開発が実現可能であ

ることを確認する． 

今回 ス今回 ス

受注から発送までの処理を行うものである．システ

ム全体は，受注・入金・出荷・照会・在庫管理の5つ
の業務に分類される． 
このうち，比較的記述

受注から発送までの処理を行うものである．システ

ム全体は，受注・入金・出荷・照会・在庫管理の5つ
の業務に分類される． 
このうち，比較的記述

の注文状況を取得する照会業務についてテストする

ことにした．その理由は，処理形態が更新系ではなく

参照系という点からである．この業務全体で用いられ

るデータベースの内容をその都度変更するものではな

く，内容を参照するにとどまるという点で処理の難易

度が下がるため，初めての記述には適しているという

見解からこの照会業務を採用した．以下，前章の提案

プロセスに従った記述をViewpointごとにまとめる． 

wpoint 

の注文状況を取得する照会業務についてテストする

ことにした．その理由は，処理形態が更新系ではなく

参照系という点からである．この業務全体で用いられ

るデータベースの内容をその都度変更するものではな

く，内容を参照するにとどまるという点で処理の難易

度が下がるため，初めての記述には適しているという

見解からこの照会業務を採用した．以下，前章の提案

プロセスに従った記述をViewpointごとにまとめる． 

wpoint 

� コミュニティの分割 � コミュニティの分割 
 先の説明のとおり，シス 先の説明のとおり，シス

類されており，それぞれをコミュニティとして分割し

た．以降は，照会コミュニティについてのみを考える． 

� 目的・スコープの設定 

類されており，それぞれをコミュニティとして分割し

た．以降は，照会コミュニティについてのみを考える． 

� 目的・スコープの設定 
¾ 目的 ¾ 目的 
・ 卸売・ 卸売

して照会業務を遂行する 
コープ 
して照会業務を遂行する 
コープ 
・ 顧客から・ 顧客から

照会結果の通知までをシステムが行う 
タープライズオブジェクト・対応するロ

照会結果の通知までをシステムが行う 
タープライズオブジェクト・対応するロ

の決定 
エンタ

の決定 
エンタ

・ 顧客 ・ 顧客 
 ロール  ロール 
・ 照会依・ 照会依

ジェクト：顧客） ジェクト：顧客） 

照会コミュニティのビジネスルールは照会コミュニティのビジネスルールは

重要な問題はないので割愛する．全体の流れ（シナ

リオ）をまとめると以下のようになる． 
1. 顧客がシステムに照会を依頼（画面上で照

重要な問題はないので割愛する．全体の流れ（シナ

リオ）をまとめると以下のようになる． 
1. 顧客がシステムに照会を依頼（画面上で照
2. システムが顧客に倉庫 ID・地区 ID・顧客 IDの2. システムが顧客に倉庫 ID・地区 ID・顧客 IDの
入力を要求（入力画面を表示） 
顧客は各 IDを入力 
入力を要求（入力画面を表示） 
顧客は各 IDを入力 

4. システムは入力された4. システムは入力された
5. システムは照会結果を顧客に通知（照会結果を5. システムは照会結果を顧客に通知（照会結果を
面に表示） 
顧客は表示さ

面に表示） 
顧客は表示さ

今回は，すべての流れが正常に行われるものと仮今回は，すべての流れが正常に行われるものと仮

，例外事項については考慮しないものとする． 
� ビジネスプロセスの表記 
，例外事項については考慮しないものとする． 
� ビジネスプロセスの表記 
 シナリオをもとに，ビジネス シナリオをもとに，ビジネス

ビジネスプロセス図による記述を図5-1に示す． 
 
ビジネスプロセス図による記述を図5-1に示す． 
 

図5-1．照会コミュニティのビジネスプロセス図 図5-1．照会コミュニティのビジネスプロセス図 

照会結果

照会結果確認

照会依頼者

照会結果通知

照会結果

ID入力

照会依頼者
ID入力受付
コンポーネント

倉庫ID
地区ID
顧客ID

照会処理

照会結果

照会処理
コンポーネント

顧客DB
注文DB
注文細目DB

照会依頼

照会依頼者

ID入力要求

照会受付
コンポーネント

倉庫ID
地区ID
顧客ID

照会プロセス

照会プロセスは構成されている．顧客が行うアクテ照会プロセスは構成されている．顧客が行うアクテ
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ィビティには，プロセスロールとしてUMLのアクタ
のアイコンがついた，照会依頼者のResponsibleParty
が記されている．また，システム化範囲となるアクテ

ィビティには，コンポーネントのアイコンがついた

Performerのプロセスロールが記されている．この部
分は，後のViewpointで詳細化されていくことになる．
また，照会処理アクティビティでは，システムのデー

タベースから情報を取得するので，円柱アイコンがつ

いたArtifactのビジネスロールが記されている． 

 Infor5.2. mation Viewpoint 

� 

たり必要となるシナリオは，

照

顧客DB

② ID

③ 

今回のシステムは既存のDBを用いているので，シ
ナ

決められて

い

.3. Computational Viewpoint 

� コンポーネント間の相互作用の特定 
 Enterprise Viewpointで記述した Performerに対

る．紙面の

都合上，一部のやりとりのみを図5-3に記載した． 
 

がつけられている．一番上はそのポートの名称，真

ん中は相互作用の詳細であるプロトコルにつけられた

称，そして下は相互作用におけるコンポーネントの

ロ

セスにおいて「Performer」
の

いた 3 つの名前のうち，真ん中のプロトコル名が
<<Protocol>>の て左上に記さ

ている．一番下のロール名は，パッケージの下の部

分

へ画面表示を

各ID入力アクティビティと照会処理アクティビティ間より

して，コンポーネント間の相互作用を考え

図5-3．コンポーネント間の相互作用 

<<ClientComponent>>
ID入力画面コンポーネント

ID入力
ID入力プロトコル
照会依頼者

<<ServerComponent>>
ID入力受付コンポーネント

ID入力受付
ID入力プロトコル
ID入力受付

③ 照会処理要求
照会処理要求プロトコル
照会処理要求

ID入力依頼受付
ID入力依頼プロトコル
照会依頼者

 
コンポーネントについているポートに上から3つ名
前

情報モデルの作成 
名

情報モデルの作成にあ
ール名を表している． 
左側のコンポーネントは，照会依頼者が使用してい

るパソコン，もう少し大きな概念で言えばクライアン

ト側をイメージしたもので，右側はサーバ側のコンポ

ーネントで，ビジネスプロ

会処理アクティビティの部分である．このアクティ

ビティのシナリオは，以下のようになる． 
① 入力した倉庫・地区・顧客 IDをもとに，
から残りの顧客情報（顧客ファーストネーム，ミ

ドルネーム，ラストネーム，残高）を得る 
注文 DB から，①と同様の倉庫・地区・顧客 プロセスロールをつけて表記した「ID入力受付コン

ポーネント」をそのまま考えている．ここでコンポー

ネントにつけたそれぞれのステレオタイプ

<<ClientComponet>>，<<ServerComponent>>が，
今回独自に考えたものである．Information Viewpoint
で作成した顧客・注文・注文細目コンポーネントとの

情報のやりとりもここで考える． 
� 相互作用の詳細を記述 
 図5-3であげられたコンポーネントの相互作用の詳
細を示したプロトコルの記述は，図5-4のようになる． 
 

に対応するテーブル内の最大注文 ID を持つ注文
情報（最大注文ＩＤ，申請日，配送番号）を得る 
②で得られた注文 IDから，注文細目DBより注
文細目情報（供給倉庫 ID，商品 ID，注文数，金
額，配送日）を得る 

リオに登場する DB のテーブルと属性をまとめた
ER図を作成することで，情報モデルを得られる． 
� エンティティコンポーネントの決定 
既存のDBを利用しているので，すでに
る主キーや外部キーをそのままステレオタイプにあ

てはめて，記述すればよい．シナリオからは顧客・注

文・注文細目の3つのエンティティコンポーネントが
得られるが，例として注文細目DBに対応するエンテ
ィティコンポーネントの記述を図5-2に示した．各DB
にはもっと多くの属性が存在するが，ここでは照会コ

ミュニティに絞って必要な属性のみを記述している． 
 

図5-4．プロトコル図 

responderRole
ID入力受付

initiatorRole
照会依頼者

<<initiates>>
倉庫・地区・顧客ID

<<Request>>
倉庫・地区・顧客ID

<<Protocol>>
③ID入力プロトコル

 
コンポーネントの相互作用においてポートに記され

て

ステレオタイプをつけ

図5-2．エンティティコンポーネント 

注文細目キー注文細目コンポーネント注文細目

<<KeyAttribute>>
注文ID

<<ForeignKey>>
注文キー

注文細目ID
<<EntityData>> <<Entity>> <<Key>> <<Key Attribute>>

れ

に記されていて，相互作用を開始するコンポーネン

トが右側に，もう一方が左側になる． 
 図5-4はクライアント側からサーバ側への処理の選
択や ID の入力の詳細を示すものであり，
<<Request>>というステレオタイプを独自に用意し
た．逆に，サーバ側からクライアント側

 

5

行う詳細では，<<Response>>というステレオタイプ
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を用意した．残りのコンポーネントはデータのやりと

りを行う詳細で，<<FlowPort>>のステレオタイプを
使用している．今回の記述では，図の右側に記された

やりとりの順序（コレオグラフィ）に関して，複雑な

ものはないので，ここでは特に言及しない． 

ring Viewpoint

 以上3つのViewpointでの記述を利用して，実装環
境に依存しないUML表記を行ってモデルをま

5.4. Enginee  

とめて

モデルを

w，Controller

当てた．また，クラ

 

依存しないモデルを，実装技術に依存したモデルにマ

ピングするために，マッピングテーブルを用意する． 

Servlet / EJBなどの

（業務ロジックに相 EJB部分） 

tyBean 

<<ProcessComponent>> → EJBSessionBean 

<<EntityData>>  → EJBEntityBeanの一部 

<<

<<ForeignKey>>  → 他EJBEntityBeanの 
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としていく作業となる．まず，照会コとしていく作業となる．まず，照会コ

おりである． 
 
おりである． 
 
<<Client Page>>
MenuView

<<Servlet>>
Reference

<<S
ID

<<Client Page>>
IDInputView

<<Form>> <<Client Page>>

<<redirect>>

<<link>> <<builds>> <<submit>> <<builds>>

図5-6．実装環境に依存した全体クラス図 
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そして，業務ロジック部のEJB[14]の詳細クラス図を，

今回はセッションビーンのみ図5-7に示す． 

<<EJBSessionBean>>
Reference

<<EJBAccess>>

<<EJBReference>>

<<EJBReference>>

<<EJBReference>>

<<EJBEntityBean>>
Customer

<<EJBEntityBean>>
Order

<<EJBEntityBean>>
OrderLine

erver Page>>
InputViewJSP

IDInputForm

<<Servlet>>
IDInputCounter

ResultView

<<Server Page>>
ResultViewJSP

<<redirect>>

ッッ

今回採用する実装環境は，JSP / 今回採用する実装環境は，JSP / 
技術を含んだ J2EE[12]環境である．この実装環境に対

応するマッピングを行うために用意したマッピングテ

ーブルは，表5-1のようになる． 
 
表5-1．照会コミュニティのマッピングテーブル 

 

当する

<<Entity>>   → EJBEnti

技術を含んだ J2EE[12]環境である．この実装環境に対

応するマッピングを行うために用意したマッピングテ

ーブルは，表5-1のようになる． 
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当する
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ティビーンから情報を要求する3つのメソティビーンから情報を要求する3つのメソ
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（requestcustomer，requestorder，requestorderline）
と

ceに定
義

いて

スによる開発を行うための参考になると考え，下の

1のようにまとめた．詳細は，ここでは省略する． 

，照会結果を結果画面に送るメソッド

（referenceresult）の4つで，RemoteInterfa
する．そして，それぞれの中身の実装を

EJBImplementationに記述する． 

<<EJBSessionBean>>
Reference

Specification Elements             　　　　　                 Realization Elements

<<EJBI
Re

<<EJBSessionHomeInterface>>
ReferenceHome

<<EJBCreateMethod>>

<<EJBRealizeHome>>

図5-7．EJB詳細クラス図（照会セッションビーン） 

 

6. モデル記述時の注意点 
 今回の開発によるモデル記述を通して感じた点につ

<<instantiate>>

+ejbCreate()
+ejbRemove()
+ejbActivate()
+ejbPassivate()
+setSessionContext()
+requestcustomer(wid,did,cid)
+requestorder(wid,did,cid)
+requestorderline(neworderid)
+referenceresult
                (referenceresult)

<<EJBRemoteInterface>>
Reference

+requestcustomer(wid,did,cid)
+requestorder(wid,did,cid)
+requestorderline(neworderid)
+referenceresult
                (referenceresult)

<<EJBRealizeRemote>>

，また予想される問題点について，今後このプロ

セ

表6-

 

表6-1．モデル記述時の注意点のまとめ 

 
Viewpoint 注意事項 注意点の概要 

アクティビティ粒度 主語により粒度を決定 

大きな粒度で十分 

Enterprise 

Performerのつけ方 なるべく粒度をおさえる 

に 1

つのコンポーネントも可 

複数のアクティビティ

Information クラスの抽出・まと

め方

データベースがない場合

はU 同様 MLモデリングと

コンポーネント粒度 Performer のみでやりとり

を考える 

足りない場合にはコンポ

ーネントを徐々に増やす

omputationa

の記述 

クライアントとのやりとり 

<<Request>> 

<<Response>> 

何を記述するか 特に制限なし 

新たに情報を付加するイ

メージ 

Engineering 

マッピングテーブ

ル 

既存のテーブルの利用を

意識 

マッピングに忠実

に記述 

の記述 暗黙のメソッド

UML Profile for EJ 業務メソッドのネ

に 
MDA

C l 

やりとりされる情報

Technology 

B ーミング

 

7. おわり
 本研究では， の考え方に則ったソフトウェア

開発プロセスを提案し，そのプロセスを適用した開発

可能であることを，簡単な業務システムに対して

ni うことによって確認できた[15][16]．

これにより，MDA に基づく開発を普及させるための

リングや， UML 
P

  

 

[2] OMG: UML Pro  Enterprise Distributed 

Specification (2001) 
[4] Sun Microsys rprise JavaBeans 

cation (2001

[8] 

ion (2 ) 
[11] L, 

 ry E. 

and UML, 
ted 

[15] 

[16] L

が

Run ng Testを行

指針を提示できたと考えている． 
今後は，提案プロセスを既存の手法と評価する必要

がある[15]．プロセスの有効性を示す上で，この点は重

要である．また，この提案プロセスの汎用性を高める

ことが課題である．Information Viewpointにおいて
既存のDBを利用しない場合のモデ

mplementation>>
ferenceBean

+create():Reference

rofile for EDOC のまだ手をつけていないサブプロ
ファイルの使用，またJ2EE以外の実装環境へのマッ
ピングなどについてさらに検討し，大規模で複雑なシ

ステムの開発に適用できるよう研究を続けていきたい．

参考文献
[1] OMGホームページ: http://www.omg.org/ 

file for
Object Computing Specification (2002) 

[3] OMG: OMG Unified Modeling Language 

tems: Ente
Specifi ) 

[5] ISO/IEC: Information technology -- Open 
Distributed Processing -- Reference Model: 
Architecture, ISO/IEC 10746-3 (1996) 

[6] Sun Microsystems: Java 2 Platform Enterprise 
Edition Specification (2002) 

[7] INTAP オープン分散処理委員会：平成 13 年度
RM-ODPとUML Profile for EDOCの適用ガイド～
Enterprise Modelingを中心に～，INTAP (2002) 
橋本大輔：UML Profile for EDOCチュートリアル，
UML PRESS vol.1 (p158-p167)，技術評論社 (2001) 

[9] 入門フレームワーク，UML PRESS vol.2 (p60-p80)，
社 (2002) 技術評論

[10] JSR-26 UML/EJB Mapping Specificat 001
Jim Conallen: Building WebApplication with UM
Addison Wesley, (2000) 

[12] Khawar Zaman Ahmed, and Ca Umrysh: 
Developing Enterpris E e Java Applications with J2E

Addison Wesley (2001) 
[13] OMG: A UML Profile for Enterprise Distribu

Object Computing Joint Final Submission PartⅡ 
Supporting Annexes (2001) 

[14] Rahim Adatia, Faiz Arni, Kyle Gabhart, John Griffin, 
etc.: Professional EJB, Wrox Press (2001) 
安東孝信 他：MDAに基づくソフトウェア開発と従来
手法との比較，及び実適用へ向けての考察，第 140回
ソフトウェア工学研究会 (2003) 
神谷慎吾 他：業務アプリケーション開発への UM  
Profile for EDOCの適用法の提案，電子情報通信学会 
知能ソフトウェア工学研究会 (2003) 

E  - 8 -

研究会Temp 
－22－


	MDAに基づくソフトウェア開発の事例と開発プロセス
	The Example and Development Process of
	Software Development Based on MDA
	はじめに
	MDA
	UML Profile for EDOC
	Enterprise Viewpoint
	Computational Viewpoint
	Information Viewpoint
	Engineering Viewpoint
	Technology Viewpoint

	提案する開発プロセス
	Enterprise Viewpoint
	Information Viewpoint
	Computational Viewpoint
	Engineering Viewpoint
	Technology Viewpoint

	Running Test（プロセスの適用）
	業務仕様
	Enterprise Viewpoint
	Information Viewpoint
	Computational Viewpoint
	Engineering Viewpoint
	Technology Viewpoint

	モデル記述時の注意点
	おわりに
	参考文献




